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●今月の主な内容
市展・総合文化展入賞者   2 ～ 3
医療シンポジウムを開催しました   4 ～ 5
中越大震災から9年   6
一歩先ゆく健康づくりはお口から   10 ～ 11
【新連載】おじゃまします　サークル訪問   12
お知らせ・健診日程   12 ～ 16

地域住民のため、走る！地域住民のため、走る！
消防団ポンプ操法競技会予選会
　10月20日㈰、白山運動公園でポンプ操法
競技会予選会が行われ、雨が降りしきる中、
各分団の代表選手が日ごろの鍛錬の成果を披
露しました。競技を終えた分団には、観覧に
訪れた方々や他の団員から温かい拍手が送ら
れていました。
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市
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

■
日
本
画
の
部
（
出
展
数
19
）

◎
市
長
賞
／
和
田
イ
ツ
エ
（
三
仏
生
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
渡
部
明
利
（
城
内
4
）

◎
奨
励
賞
／
横
田
ハ
ル
子
（
平
沢
1
）

◎
佳
作
／
山
本
令
子
（
元
町
）

■
水
墨
画
の
部
（
出
展
数
37
）

◎
市
長
賞
／
風
間
久
司
（
本
町
1
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
佐
山
英
一
（
稲
場
）

◎
奨
励
賞
／
佐
藤
明
（
桜
町

）、
岡
元
敏
子
（
千
谷
川
2
）

◎
佳
作
／
元
井
百
合
子
（
千
谷
川
2
）、
山
崎
辰
二
（
稲
荷

　

町
）、
齋
藤
正
夫
（
城
内
1
）、
島
川
幸
子
（
元
町
）

■
洋
画
・
版
画
の
部
（
出
展
数
37
）

◎
市
長
賞
／
小
林
礼
子
（
一
之
町
三
区
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
佐
藤
美
栄
子
（
薭
生
）

◎
奨
励
賞
／
平
沢
博
子
（
上
ノ
山
3
）、
須
田
勝
典
（
木
津

　

団
地
）

◎
佳
作
／
増
川
美
一
（
木
津
町
）、山
﨑
伸
子
（
上
ノ
山
4
）、

　

瀬
沼
哲
夫
（
船
岡
3
）、
原
田
芳
克
（
桜
町

）

■
書
道
の
部
（
出
展
数
44
）

◎
市
長
賞
／
高
野
俊
英
（
川
井
本
田
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
坂
大
優
一
（
魚
沼
市
）

◎
奨
励
賞
／
山
田
和
美
（
東
栄
3
）、長
井
洋
子
（
稲
荷
町
）

△水墨画の部／風間久司さんの作品『激戦』

△日本画の部／和田イツエさんの作品『盛夏』

△洋画・版画の部／小林礼子さんの作品『伸びる』

●
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学

●
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
生
涯
学

　

習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

　

習
係
（
総
合
体
育
館
内
）

8383
・
0
0
7
7

　

第
33
回
小
千
谷
市
展
・
小
千
谷
市
総
合
文
化
展
が
11
月
1
日

㈮
か
ら
4
日
㉁
ま
で
、
東
小
千
谷
体
育
セ
ン
タ
ー
で
開
催
さ
れ

ま
し
た
。

　

審
査
の
結
果
、
次
の
み
な
さ
ん
が
入
賞
さ
れ
ま
し
た
。
市
長

賞
作
品
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

市
長
賞
作
品

市
長
賞
作
品
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◎
佳
作
／
大
塚
恵
子
（
山
寺
）、
齊
藤
里
奈
（
栃
木
県
足
利

　

市
）、
川
上
舞
（
小
千
谷
高
校
）、
新
保
由
美
子
（
千
谷
）

◎
努
力
賞
／
中
山
桃
花（
小
千
谷
西
高
校
）、椛
沢
亜
実（
小

　

千
谷
高
校
）、
新
野
瑞
穂
（
小
千
谷
高
校
）

■
写
真
の
部
（
出
展
数
1
1
2
）

◎
市
長
賞
／
吉
田
雄
一
（
四
ツ
子
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
村
山
栄
一
（
十
日
町
市
）

◎
奨
励
賞
／
礒
野
武
（
長
岡
市
）、
和
田
均
（
元
中
子
）、

　

新
保
勲
（
東
栄
2
）

◎
佳
作
／
茂
野
誠
一
郎
（
長
岡
市
）、新
保
暢
一
（
東
栄
1
）、

　

細
金
春
男（
若
栃
）、和
田
實（
城
内
2
）、樋
口
茂
文（
上

　

ノ
山
5
）、
中
林
義
雄
（
長
岡
市
）、
大
淵
順
次
（
平
沢

　

2
）、
目
﨑
芳
朗
（
上
ノ
山
3
）、
南
雲
秀
之
（
小
粟
田
）、

　

小
幡
ト
ミ
エ
（
長
岡
市
）、
大
塚
三
男
（
土
川
2
）

■
工
芸
・
彫
塑
の
部
（
出
展
数
42
）

◎
市
長
賞
／
佐
藤
一
枝
（
本
町
1
）

◎
新
潟
日
報
美
術
振
興
賞
／
石
坂
佑
太
郎
（
上
ノ
山
1
）

◎
奨
励
賞
／
山
本
直
子
（
旭
町
）、
黒
崎
剛
（
四
之
町
）

◎
佳
作
／
岡
元
直
人
（
千
谷
）、
星
野

二
（
平
沢
1
）、

　

内
山
ヨ
シ
イ
（
町
裏
）、
明
戸
美
津
江
（
船
岡
2
）

総
合
文
化
展
入
賞
者
（
敬
称
略
）

■
菊
花
の
部
（
出
展
数
1
0
6
）

◎
市
長
賞
／
西
村
秀
明
（
千
谷
）

◎
奨
励
賞
／
藤
田
澄
子
（
桂
）、
渡
辺
勇
一
（
千
谷
川
2
）

◎
教
育
長
賞
／
岡
元
賢
治
（
船
岡
1
）

◎
公
民
館
長
賞
／
大
渕
イ
ツ
（
市
ノ
口
）

▷
書
道
の
部
／
高
野
俊
英
さ
ん
の
作
品
『
星
』

▷
写
真
の
部
／
吉
田
雄
一
さ
ん
の
作
品

　
『
朝
日
に
照
ら
さ
れ
て
』

△工芸・彫塑の部／佐藤一枝さんの作品
　『冬映え』

△菊花の部／西村秀明さんの作品
　『国華金山』

審
査
員
（
敬
称
略
）

■
日
本
画
の
部
／
関
登
美
恵
（
日
展
会
友
、
日
本

画
院
会
員
）

■
水
墨
画
の
部
／
関
登
美
恵
（
日
展
会
友
、
日
本

画
院
会
員
）

■
洋
画
・
版
画
の
部
／
杉
森
企
観
明
（
一
水
会
常

任
委
員
、
日
展
会
友
）

■
書
道
の
部
／
真
壁
春
彩
（
創
玄
書
道
展
一
般
部

審
査
員
、
墨
遊
舎
副
理
事
長
）

■
写
真
の
部
／
天
野
尚
（
世
界
環
境
写
真
家
協
会

会
長
、
㈳
日
本
写
真
家
協
会
会
員
）

■
工
芸
・
彫
塑
の
部
／
河
面
元
（
日
展
会
友
、
日

本
現
代
工
芸
美
術
家
協
会
本
会
員
）



  

第
一
部
「
基
調
講
演
」

第
一
部
「
基
調
講
演
」

　

第
一
部
で
は
、
元
新
潟
大
学
学
長
で
、
現
在
、

新
潟
県
福
祉
保
健
部
参
与
の
荒
川
正
昭
さ
ん
に

よ
る
『
地
域
医
療
の
現
状
と
課
題
』
と
題
し
た

基
調
講
演
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
ず
荒
川
さ
ん
は
、
地
方
の
病
院
が
深
刻
な

勤
務
医
不
足
に
陥
っ
て
る
状
況
で
、
新
潟
県
で

進
め
ら
れ
て
い
る
医
師
養
成
の
取
り
組
み
や
、

救
急
医
療
体
制
確
保
の
た
め
に
各
医
療
機
関
と

連
携
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
こ
と
を
説
明
さ
れ

ま
し
た
。

　

そ
の
う
え
で
、
小
千
谷

市
の
地
域
医
療
を
守
る
た

め
に
進
め
ら
れ
て
い
る
統

合
新
病
院
の
あ
る
べ
き
姿

に
つ
い
て
ご
指
導
、
ご
助

言
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

  

第
二
部
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

第
二
部
「
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
」

　

第
二
部
で
は
、

『
市
民
が
望
む
医

療
と
統
合
新
病
院

の
役
割
』
と
題
し

た
パ
ネ
ル
デ
ィ
ス

カ
ッ
シ
ョ
ン
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

パ
ネ
リ
ス
ト
と

し
て
（
公
財
）
小
千

谷
総
合
病
院
院
長
の
家
里
裕
さ
ん
、
小
千
谷
市

魚
沼
市
医
師
会
副
会
長
の
澤
中
信
行
さ
ん
、
谷

井
小
千
谷
市
長
よ
り
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
統

合
新
病
院
に
対
す
る
意
見
が
交
わ
さ
れ
ま
し
た
。

　

そ
し
て
、
事
業
主
体
で
あ
る
厚
生
連
魚
沼
病

院
病
院
長
の
髙
橋
達
さ
ん
よ
り
、
平
成
28
年
10

月
に
開
院
予
定
の
（
新
）
小
千
谷
総
合
病
院
の

病
院
機
能
な
ど
の
報
告
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
に
あ
た
り
、
市

民
の
み
な
さ
ん
よ
り
事
前
に
ご
意
見
を
い
た
だ

き
、
医
師
確
保
へ
の
課
題
、
診
療
科
目
、
新
病

院
へ
の
交
通
ア
ク
セ
ス
な
ど
の
ご
意
見
に
対
し
、

パ
ネ
リ
ス
ト
に
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
か
ら
お
答
え

い
た
だ
き
ま
し
た
。

■
問
い
合
わ
せ
／
総
務
課
病
院
統
合
支
援
室

83
・
1
8
8
0

当
日
は
来
場
さ
れ
た
み
な
さ
ん
に
新
病
院

に
関
す
る
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
を
実
施
し
ま

し
た
。（
左
ペ
ー
ジ
参
照
）

医療医療シンポジウム シンポジウム 開催開催

―　4―　4

（新）小千谷総合病院の概要（予定）
■開院時期／平成28年10月　　　　　　　
■経営主体／新潟県厚生農業協同組合連合会
■診療科／21科
■病床数／300床
■主な機能／
▷救急医療機能の整備
▷人工透析センターの整備
▷周産期医療の充実
▷リハビリ機能の充実
▷臨床研修指定病院としての機能
▷保健・介護・福祉の一体的なサービスの提供

10月12日㈯、市民会館で『市民が安心して暮らせる地域医療』と題して、10月12日㈯、市民会館で『市民が安心して暮らせる地域医療』と題して、
医療シンポジウムを開催しました。医療シンポジウムを開催しました。
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医療シンポジウム

人数 割合
男性 88 47.3%
女性 98 52.7%
計 186

医療シンポジウム　会場アンケート調査結果

1.あなたの性別をお答えください。 2.あなたの年齢をお答えください。

3.（新）小千谷総合病院に期待する医療機能等は何ですか？

4.（新）小千谷総合病院の施設・設備の面で特に力を入れてほしいもの
　は何ですか？

5.（新）小千谷総合病院の建設にあたり、周辺環境でもっとも配慮して
　ほしいものは何ですか？

無回答無回答
1％1％

※20歳未満：0％※20歳未満：0％

70歳以上70歳以上
33％33％

60歳代60歳代
30％30％ 50歳代50歳代

22％22％

40歳代40歳代
10％10％

30歳代30歳代
4％4％

20歳代20歳代
1％1％

0 20 40 60 80 100

病院の明るさ・清潔度

駐車場の台数

売店、食堂

病室の広さ

その他

院内の案内表示

待合室の広さ

無回答 人

8989

6464

3939

3434

1616
1414

1212
77

0 20 40 60 80 100

公共交通機関の充実

アクセス道路の整備

冬期間の道路除雪

周囲の地域環境との調和

商業施設等の充実

無回答

その他
人

9696

6767

3939

1818

1111

22

11

0 20 40 60 80 100 120 140 160

医師等の充実
救急医療体制の充実

安心して出産できる周産期医療の充実

診療科目の充実

リハビリなどの慢性期医療体制の充実
人間ドックなど健診機能の充実

訪問看護などの在宅医療体制の充実

その他
無回答 人

153153
129129

7777
5757
5454

2525
2222

55
22

アンケートにご協力いただき、ありがとうございました。いただいたご意見は、今後の病院建設
などの参考にさせていただきます。
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第第
3232
回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り

　
「
増
や
そ
う
健
康
習
慣
☆
き
ら
め
く
笑
顔
」を
メ
イ
ン
テ
ー

　
「
増
や
そ
う
健
康
習
慣
☆
き
ら
め
く
笑
顔
」を
メ
イ
ン
テ
ー

マ
に
、
第

マ
に
、
第
3232
回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

回
お
ぢ
や
健
康
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
「
健
康
福
祉
展
」
で
は
、

　

総
合
体
育
館
を
会
場
に
行
わ
れ
た
「
健
康
福
祉
展
」
で
は
、

市
内
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
関
係
団
体
の
展
示
や
体

市
内
の
保
健
、
医
療
、
福
祉
な
ど
の
関
係
団
体
の
展
示
や
体

験
、
専
門
家
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

験
、
専
門
家
の
相
談
コ
ー
ナ
ー
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
あ

り
、
お
お
ぜ
い
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

り
、
お
お
ぜ
い
の
方
が
会
場
を
訪
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
は
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

　

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
は
「
福
祉
ふ
れ
あ
い
フ
ェ
ス
テ
ィ

バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
福
祉
団
体
に
よ
る
自
主
製
品
の
販
売
、

バ
ル
」
が
行
わ
れ
、
福
祉
団
体
に
よ
る
自
主
製
品
の
販
売
、

オ
カ
リ
ナ
や
ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
が
来

オ
カ
リ
ナ
や
ピ
ア
ノ
の
ミ
ニ
コ
ン
サ
ー
ト
な
ど
の
催
し
が
来

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

場
者
を
楽
し
ま
せ
て
い
ま
し
た
。

　

白
山
運
動
公
園
発
着
の
第

　

白
山
運
動
公
園
発
着
の
第
3636
回
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー

回
小
千
谷
ト
リ
ム
・
ウ
ォ
ー

キ
ン
グ
大
会
で
は
、

キ
ン
グ
大
会
で
は
、
1515
㎞
コ
ー
ス
に

㎞
コ
ー
ス
に
5252
人
、
人
、
1010
㎞
コ
ー
ス
に

㎞
コ
ー
ス
に

1
9
1

1
9
1
人
が
参
加
し
、
山
谷
の
太
田
ダ
ム
な
ど
、
昨
年
と
は

人
が
参
加
し
、
山
谷
の
太
田
ダ
ム
な
ど
、
昨
年
と
は

異
な
る
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

異
な
る
コ
ー
ス
を
楽
し
み
な
が
ら
歩
い
て
い
ま
し
た
。

1.運動器具を使っての体力測定体験（健康福祉展）
2.保育士による親子でふれあいコーナー（健康福祉展）
3.手作りコーナーの木

こ っ ぱ

端細工（福祉ふれあいフェスティバル）
4.太田ダムを歩く参加者（トリムウォーキング大会）

2 1
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中
越
大
震
災
か
ら

中
越
大
震
災
か
ら
99
年年

　

平
成
16
年
10
月
23
日
に
発
生
し
た
新
潟
県
中

越
大
震
災
か
ら
9
年
が
経
過
し
ま
し
た
。
10
月

23
日
㈬
、
市
内
で
は
追
悼
や
復
興
へ
の
願
い
を

込
め
た
さ
ま
ざ
ま
な
催
し
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

総
合
体
育
館
で
は
県
や
被
災
市
に
よ
る
「
10
・

23
の
つ
ど
い
」
が
開
催
さ
れ
、
国
会
議
員
や
首

長
、市
民
の
み
な
さ
ん
な
ど
、お
お
ぜ
い
の
方
々

が
参
加
し
ま
し
た
。
式
典
で
は
、
吉
谷
小
学
校

の
児
童
に
よ
る
「
花
は
咲
く
」
の
合
唱
と
メ
ッ

セ
ー
ジ
が
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ン
ラ
ッ
ク
お
ぢ
や
で
は
、
防
災
グ
リ
ー
ン

ツ
ー
リ
ズ
ム
に
関
す
る
復
興
祈
念
シ
ン
ポ
ジ
ウ

ム
が
開
催
さ
れ
、
泉
田
新
潟
県
知
事
や
田
中
杉

並
区
長
な
ど
4
人
の
パ
ネ
リ
ス
ト
が
広
域
避
難

な
ど
に
つ
い
て
意
見
を
交
わ
し
ま
し
た
。

　

楽
集
館
の
「
お
ぢ
や
10
・
23
の
つ
ど
い
」
で
は
、

会
場
の
献
花
台
に
お
お
ぜ
い
の
方
が
花
を
捧
げ

て
い
ま
し
た
。
ま
た
、
フ
ル
ー
ト
と
ピ
ア
ノ
の

追
悼
コ
ン
サ
ー
ト
も
行
わ
れ
ま
し
た
。

2 1
3

4

1.大きな声で「花は咲く」を歌う吉
　谷小学校の児童
2.復興祈念シンポジウムで意見を述
　べる谷井小千谷市長
3.献花台の前で手を合わせる参列者
4.フルートとピアノによる追悼コン
　サート



▷
小
千
谷
青
年
会
議
所
が
制
作
し
た
啓
発
ポ
ス
タ
ー

　

の
1
枚
で
す
。
端
的
な
言
葉
な
が
ら
も
、
自
分
を

　

振
り
返
ら
せ
る
よ
う
な
内
容
が
書
か
れ
て
い
ま
す
。

　

イ
タ
リ
ア
の
下
町
の
レ
ス
ト
ラ
ン
で
見

た
忘
れ
ら
れ
な
い
光
景
が
あ
り
ま
す
。
一

方
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
を
囲
ん
だ
十
数
人

の
男
た
ち
が
、
ワ
イ
ン
を
飲
み
な
が
ら
和

気
あ
い
あ
い
と
食
事
を
し
て
い
ま
し
た
。

す
ぐ
隣
の
大
き
な
テ
ー
ブ
ル
で
は
、
そ
の

人
た
ち
の
息
子
と
思
わ
れ
る
、
や
は
り
十

数
人
の
小
学
生
く
ら
い
の
子
ど
も
た
ち
が
、

騒
ぎ
も
せ
ず
、
め
い
め
い
自
分
の
好
き
な

料
理
を
注
文
し
て
、
実
に
行
儀
よ
く
食
事

を
し
て
い
る
の
で
す
。
日
本
で
は
あ
ま
り

見
か
け
な
い
光
景
な
の
で
印
象
に
残
り
、

こ
の
国
の
親
た
ち
は
、
こ
ん
な
方
法
で
、

子
ど
も
に
大
人
の
姿
を
見
せ
て
訓
練
し
て

い
る
の
か
も
し
れ
な
い
と
、
ず
っ
と
思
っ

て
き
ま
し
た
。

　

先
日
、
小
千
谷
市
で
新
潟
県
小
中
学
校

P
T
A
研
究
大
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
会
で
、
小
千
谷
市
小
中
学
校
P
T
A

連
合
会
の
方
が
、
小
千
谷
の
子
ど
も
た
ち

を
健
全
に
育
成
す
る
た
め
に
実
践
さ
れ
て

い
る
活
動
を
発
表
さ
れ
、
そ
れ
は
大
変
す

ば
ら
し
い
も
の
で
、
私
も
感
銘
を
受
け
ま

し
た
。

　

そ
の
内
容
を
一
言
で
い
え
ば
、
子
ど
も

を
健
全
に
育
て
る
た
め
に
、
ま
ず
大
人
た

ち
が
お
手
本
と
な
る
よ
う
に
身
を
正
そ
う
、

と
言
う
も
の
で
し
た
。
こ
の
趣
旨
に
賛
同

し
て
、
小
千
谷
青
年
会
議
所
も
、「
大
人

が
変
わ
れ
ば
子
ど
も
も
変
わ
る
」、「
魅
力

あ
る
大
人
の
背
中
の
確
立
を
目
指
し
て
」

な
ど
の
言
葉
が
書
か
れ
た
ポ
ス
タ
ー
を
作

り
、
各
所
に
掲
げ
て
い
ま
す
。

　

確
か
に
、
ど
ん
な
子
ど
も
も
最
初
か
ら

知
識
を
持
っ
て
生
ま
れ
て
き
た
わ
け
で
は

な
く
、
す
べ
て
周
り
の
大
人
の
真
似
を
し

て
成
長
す
る
わ
け
で
す
か
ら
、
小
千
谷
の

子
ど
も
が
ど
う
育
つ
か
は
、
１
０
０
％
小

千
谷
の
大
人
の
責
任
で
あ
る
こ
と
を
し
っ

か
り
自
覚
し
な
け
れ
ば
、
と
改
め
て
感
じ

た
次
第
で
す
。

（
谷
井　

靖
夫
）

こ
ん
に
ち
は
！
市
長
で
す　

79
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＜作り方＞

❶　豆腐はくずしてゆで、ふきんを敷いたザルにあ
　けて水気を絞る。
❷　人参は細切り、しめじ、えのきたけは石づきを
　取り、ほぐす。
❸　生しいたけは石づきを取り、千切りにする。❷
　をサッとゆでて水気を切る。絹さやもサッとゆで、
　細切りにする。
❹　あたり鉢にすりごまとくるみを加え、形がなく
　なるまでさらにあたる。❶の豆腐を加え、滑らか
　になるまで混ぜる。材料Aの調味料を加えて味を
　調える。
❺　❹に水気を切った❸を加えて混ぜ合わせる。

■献立・調理／小千谷市食生活改善推進委員（健康
　センター内） 83-3640

＜栄養価＞（1人分）

▷エネルギー154㌔㌍▷たんぱく質10.6㌘▷脂質
9.6㌘▷塩分1.0㌘

☞今月のワンポイント
　豆腐はカルシウムを多く含むので、乳製品が苦手
な方はカルシウムの補給源におすすめです。また、
きのこには食物繊維が多く免疫力を高めてくれる働
きもありますので、植物性タンパク質と一緒に味
わってください。 A{

＜材料＞（4人分）

木綿豆腐   150㌘
くるみ   15㌘
すりごま   大さじ3強
しめじ   1パック
生しいたけ   大2個
えのきたけ   1袋
人参   20㌘
絹さや   30㌘
　　砂糖   大さじ1.5
　　塩   小さじ½
　　しょうゆ   少々

作ってみてね！この料理

きのこの白和え
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有
料
広
告
掲
載
欄
で
す

有
料
広
告
掲
載
欄
で
す
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ま
ち
の
話
題
 RUPO&NEW

S

中心街に位置するホテル中心街に位置するホテル中心街に位置するホテル中心街に位置するホテル

ガ
ス
水
道
フ
ェ
ア
2
0
1
3

　

サ
ン
プ
ラ
ザ
で
開
催
さ
れ
た
「
ガ
ス
水
道

フ
ェ
ア
2
0
1
3
」
に
は
、
開
場
と
と
も
に
お

お
ぜ
い
の
方
が
訪
れ
、
最
新
の
ガ
ス
機
器
や
お

買
い
得
商
品
な
ど
を
見
て
回
っ
て
い
ま
し
た
。

　

水
道
に
関
す
る
P
R
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
来
場

者
は
水
道
水
が
で
き
る
ま
で
の
流
れ
が
描
か
れ

た
パ
ネ
ル
を
見
た
り
、
小
千
谷
市
の
水
道
水
と

市
販
さ
れ
て
い
る
ミ
ネ
ラ
ル
ウ
ォ
ー
タ
ー
を
飲
み
比
べ
た
り
し
て
、
自
分
た

ち
が
普
段
使
用
し
て
い
る
水
に
つ
い
て
知
る
こ
と
が
で
き
た
よ
う
で
し
た
。

　

ま
た
、
た
く
さ
ん
の
風
船
で
作
ら
れ
た
写
真
撮
影
コ
ー
ナ
ー
や
よ
し
太
く

ん
焼
き
プ
レ
ゼ
ン
ト
コ
ー
ナ
ー
、
ス
タ
ン
プ
ラ
リ
ー
抽
選
会
も
人
気
で
、
会

場
は
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

あ
ら
ゆ
る
地
名
に　

歴
史
あ
り　

　

市
民
会
館
で
図
書
館
教
養
講
座
「
小
千
谷
の
地
名
か
ら
そ
の
歴
史
の
足

跡
を
辿た

ど

る
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
新
潟
県
立
文
書
館
の
福
田
則
男
さ
ん

を
講
師
に
迎
え
、
地
名
に
つ
い
て
の
基
本
的
な
話
か
ら
、
小
千
谷
の
地
名

の
由
来
（
ふ
き
だ
し
内
に
抜
粋
）
な
ど
を
講
演
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

秋
の
実
り
を
肌
で
感
じ
た
2
日
間

　

東
小
千
谷
小
学
校
と
東
山
小
学
校
の
5
年
生
が
、
若
栃
で
民
泊
体
験
を
し

ま
し
た
。
こ
れ
は
児
童
に
農
山
村
地
域
の
み
な
さ
ん
や
自
然
と
ふ
れ
あ
う
こ

と
で
、
地
元
の
よ
さ
を
認
識
し
て
も
ら
お
う
と
毎
年
行
っ
て
い
る
も
の
で
、

東
山
小
学
校
か
ら
は
今
回
初
め
て
の
参
加

と
な
り
ま
し
た
。

　

稲
刈
り
体
験
で
は
、
地
元
・
若
栃
の
方

の
指
導
の
も
と
、
稲
刈
り
か
ら
、
わ
ら
で

束
ね
て
、
は
ざ
か
け
す
る
作
業
ま
で
行
い

ま
し
た
。

　

児
童
は
収
穫
の
喜
び
や
苦
労
を
感
じ
、

普
段
当
た
り
前
の
よ
う
に
食
べ
て
い
る
米

に
対
す
る
意
識
も
変
わ
っ
た
よ
う
で
し
た
。

／10　　5

う
ま
い
も
の
を
食
べ
つ
つ　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
を
応
援
！

　

本
町
2
丁
目
の
国
道
を
歩
行
者
天
国
に
し
て
「
小
千
谷
う
ま
い
も
の
祭

＆
本
町
イ
キ
イ
キ
商
業
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
小
千
谷
の
お
い
し
い
食
を

堪
能
し
よ
う
と
、
お
お
ぜ
い
の
方
が
会
場
を
訪

れ
ま
し
た
。

　

会
場
中
央
の
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
小
千
谷
幼
稚

園
、
つ
く
し
幼
稚
園
の
園
児
た
ち
が
か
わ
い
ら

し
い
お
遊
戯
を
披
露
し
た
ほ
か
、
新
潟
県
の
ご

当
地
ヒ
ー
ロ
ー「
超
耕
21
ガ
ッ
タ
ー
」の
シ
ョ
ー

が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

普
段
テ
レ
ビ
越
し
に
見
て
い
る
ヒ
ー
ロ
ー
の

闘
い
を
間
近
に
見
ら
れ
る
と
あ
っ
て
、
子
ど
も

た
ち
は
目
を
輝
か
せ
、
大
き
な
声
で
応
援
し
て

い
ま
し
た
。

／10  　3
     ～

  　4

／10　　6／10　　6「
小
千
谷
」
…
谷
が
た
く
さ
ん
あ
る
地
形
か
ら

名
づ
け
ら
れ
た
の
で
は
な
い
か
。「
小
」
に
は

「
百
」
と
い
う
意
味
が
あ
り
、「
千
」
は
文
字
ど

お
り
「
千
」
で
、「
百
」
も
「
千
」
も
た
く
さ

ん
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
し
か
し
、
個
人
的
に

は
「
小
」
は
「
百
」
で
は
な
く
、
接
頭
語
（
語

調
を
整
え
た
り
す
る
言
葉
）
と
し
て
つ
け
ら
れ

た
と
思
う
。
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まちの話題 RUPO&NEWSまちの話題 RUPO&NEWS

南
小
学
校
史
の
始
ま
り
を
刻
ん
だ
記
念
碑

　

平
成
25
年
4
月
に
誕
生
し
た
小
千
谷
市
立
南
小
学
校
の
開
校
記
念
碑

が
建
立
さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
は
、
開
校
記
念
事
業
実
行
委
員
会
と
南
小

学
校
が
一
体
と
な
っ
て
進
め
、
地
域
の
み
な
さ
ん
か
ら
の
寄
附
と
熱
意

に
よ
っ
て
建
立
さ
れ
た
も
の
で
す
。

　

記
念
碑
に
は
、
市
長
直
筆
の
「
小
千
谷

市
立
南
小
学
校
開
校
記
念
碑
」
と
書
か
れ

た
文
字
が
彫
ら
れ
、
そ
の
下
に
は
児
童
・

先
生
方
の
写
真
が
レ
ー
ザ
ー
で
彫
ら
れ
た

石
板
が
は
め
込
ま
れ
て
い
ま
す
。

　

裏
面
に
は
平
成
25
年
3
月
で
閉
校
し
た

4
小
学
校
の
名
前
な
ど
が
刻
ま
れ
て
お
り
、

児
童
や
関
係
者
の
み
な
さ
ん
は
じ
っ
く
り

と
見
て
い
ま
し
た
。

ま
ち
あ
る
き
で　

震
災
復
興
を
振
り
返
る

　

浦
柄
地
内
で
「
震
災
復
興
の
軌
跡
を
辿た

ど

る
ま

ち
あ
る
き
ツ
ア
ー
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
こ
の

イ
ベ
ン
ト
は
N
P
O
法
人
ま
ち
づ
く
り
学
校
が

企
画
し
た
も
の
で
、
中
越
大
震
災
で
大
き
な
被

害
を
受
け
た
浦
柄
の
復
興
の
様
子
を
た
ど
り
な

が
ら
、
約
30
人
が
ま
ち
あ
る
き
を
行
い
ま
し
た
。

　

地
元
の
方
々
や
、
被
災
時
に
県
外
か
ら
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
で
訪
れ
た
方
々
が
案
内
人
と
な

り
、
当
時
大
量
の
泥
流
が
押
し
寄
せ
た
集
落
内

や
、
朝
日
山
古
戦
場
な
ど
を
巡
り
ま
し
た
。

　

ツ
ア
ー
に
参
加
し
た
方
々
は
浦
柄
の
地
図
を

片
手
に
案
内
人
の
説
明
を
聴
き
、
被
災
当
時
の

様
子
を
熱
心
に
質
問
す
る
な
ど
し
て
い
ま
し
た
。

安
心
・
安
全
！　
　
　
　

新
鮮
な
地
元
野
菜
を
提
供

　

J
A
越
後
お
ぢ
や
の
城
内
と
片
貝
の
車

両
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に
し
て
、
2
0
1
3

農
林
ま
つ
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

当
日
は
時
折
、
雨
の
降
る
肌
寒
い
天
候

で
し
た
が
、
ど
ち
ら
の
会
場
に
も
お
お
ぜ

い
の
方
が
訪
れ
、
と
て
も
に
ぎ
わ
っ
て
い

ま
し
た
。

　

会
場
で
は
新
鮮
な
地
元
野
菜
の
販
売
や

果
物
の
詰
め
放
題
、
そ
ば
や
お
に
ぎ
り
の

模
擬
店
な
ど
が
出
店
さ
れ
、
行
列
の
で
き

る
と
こ
ろ
も
あ
り
ま
し
た
。

　

ま
た
ス
テ
ー
ジ
で
は
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス

チ
ア
リ
ー
ダ
ー
ズ
に
よ
る
シ
ョ
ー
や
、
新

潟
県
の
ご
当
地
ヒ
ー
ロ
ー
「
超
耕
21
ガ
ッ

タ
ー
」
と
長
岡
出
身
の
ユ
ニ
ッ
ト
「
ひ
な

た
」
に
よ
る
ミ
ニ
シ
ョ
ー
な
ど
も
行
わ
れ
、

と
て
も
盛
り
上
が
っ
て
い
ま
し
た
。

古
き
よ
き
原
風
景
を
水
墨
画
で
表
現

　

楽
集
館
で
開
か
れ
た
「
早
津
剛
絵
画
作
品
展
」
の
開
催
期
間
中
、
早

津
さ
ん
に
よ
る
水
墨
画
公
開
制
作
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

会
場
に
は
早
津
さ
ん
の
制
作
風
景
を

こ
の
目
で
見
よ
う
と
、
50
人
以
上
の
方

が
来
場
し
ま
し
た
。

　

早
津
さ
ん
は
紙
と
筆
、
硯

す
ず
り

に
つ
い
て

説
明
さ
れ
た
後
、
以
前
に
描
い
た
こ
と

の
あ
る
小
千
谷
の
古
民
家
の
水
墨
画
を

描
か
れ
ま
し
た
。
マ
イ
ク
を
片
手
に
説

明
し
な
が
ら
、
下
絵
も
描
か
ず
に
約
10

分
で
水
墨
画
が
完
成
し
、
集
ま
っ
た
来

場
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
拍
手
が
起
こ
っ

て
い
ま
し
た
。

「
錦
鯉
の
里
」
入
館
者
 
万
人
到
達

　

錦
鯉
の
里
の
有
料
入
館
者
が
90
万
人
を
突
破
し
、
節
目
と
な
る
90
万

人
目
の
入
館
者
に
記
念
品
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

　

90
万
人
目
の
入
館
者
は
長
岡
市
か
ら
来
ら
れ
た
目
崎
久
美
子
さ
ん
で
、

こ
の
日
は
娘
の
明
彩
夏
ち
ゃ
ん
と
一
緒
に
来
館
さ
れ
ま
し
た
。

　

目
崎
さ
ん
に
は
、
記
念

品
と
し
て
錦
鯉
の
里
の

オ
ー
ナ
ー
鯉
と
そ
の
鯉
を

描
い
た
絵
、
清
酒
「
錦
鯉

の
里
」
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

贈
ら
れ
た
オ
ー
ナ
ー
鯉
は
、

目
崎
さ
ん
親
子
の
手
に
よ

り
、
館
内
の
庭
園
の
池
に

放
流
さ
れ
ま
し
た
。

90

／10　 19

／10　 27

／10　 19

／10　 20

／10　 14



む
し
歯
や
歯
周
病
予
防
は

全
身
の
病
気
予
防
に
つ
な
が
る
！

　

む
し
歯
や
歯
周
病
は
単
な
る
お
口
の
中
の

病
気
に
と
ど
ま
り
ま
せ
ん
。
む
し
歯
や
歯
周

病
で
歯
を
失
う
と
、
噛
む
力
の
低
下
に
よ
る

胃
腸
障
害
、
記
憶
力
の
低
下
、
噛
み
合
わ
せ

の
悪
化
に
よ
る
運
動
能
力
の
低
下
な
ど
、
さ

ま
ざ
ま
な
問
題
が
引
き
起
こ
さ
れ
ま
す
。

　

ま
た
、
歯
周
病
が
進
行
す
る
と
、
歯
ぐ
き

の
中
に
た
く
さ
ん
あ
る
血
管
を
通
じ
て
歯
周

病
菌
が
血
流
に
乗
っ
て
全
身
に
運
ば
れ
、
糖

尿
病
や
動
脈
硬
化
、
心
筋
梗
塞
な
ど
、
さ
ま

ざ
ま
な
体
の
病
気
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

予
防
が
肝
心
！
受
け
よ
う
歯
科
検
診
！

整
え
よ
う
生
活
習
慣
！

　

歯
周
病
と
は
、
プ
ラ
ー
ク
（
歯
せ
き
）
の

中
の
歯
周
病
菌
が
歯
ぐ
き
に
炎
症
を
起
こ
し
、

徐
々
に
周
り
の
組
織
を
破
壊
し
て
い
く
細
菌

感
染
症
で
す
。

　

別
名
「
サ
イ
レ
ン
ト
・
デ
ィ
ジ
ー
ズ
（
静

か
に
進
行
す
る
病
気
）」
と
呼
ば
れ
、
成
人

の
約
8
割
が
か
か
っ
て
い
る
と
言
わ
れ
て
い

ま
す
。
し
か
し
、
グ
ラ
フ
1
の
よ
う
に
、
痛

み
や
出
血
、
歯
の
ぐ
ら
つ
き
な
ど
の
自
覚
症

状
が
な
い
と
受
診
し
な
い
た
め
、
多
く
の
方

が
気
づ
い
て
い
ま
せ
ん
。

　

ま
た
歯
周
病
は
、
喫
煙
、
ス
ト
レ
ス
、
不

規
則
な
生
活
習
慣
な
ど
が
関
係
す
る
生
活
習

慣
病
の
一
つ
で
す
。
た
ば
こ
を
吸
う
、
疲
労

や
ス
ト
レ
ス
を
た
め
て
い
る
、
よ
く
噛
ま
ず

に
食
べ
る
、
間
食
が
多
い
、
つ
い
夜
ふ
か
し

を
し
て
し
ま
う
と
い
う
方
は
歯
周
病
に
要
注

意
で
す
。
自
覚
症
状
が
な
く
て
も
歯
科
医
院

に
定
期
的
に
受
診
す
る
こ
と
、
正
し
い
ブ

ラ
ッ
シ
ン
グ
と
歯
間
ブ
ラ
シ
や
フ
ロ
ス
な
ど

の
歯
間
部
清
掃
用
具
の
使
用
が
大
切
で
す
。

小
千
谷
の
小
・
中
学
生
は　
　
　
　

軽
度
歯
肉
炎
が
増
加
傾
向
に
！

　

小
千
谷
市
の
子
ど
も
た
ち
は
、
む
し
歯
の

本
数
は
県
内
で
と
て
も
少
な
い
傾
向
に
あ
り

―　10

11月1日㈮～30日㈯「にいがた健
け ん こ う

口文化推進月間」

一歩先ゆく健康づくりはお一歩先ゆく健康づくりはお口口
く ちく ち

からから

　心と体の健康を保ち豊かな毎日を送るためには、よく噛んでおいしく食事ができる
ことが大切です。食べることは生きることです。歯やお口の健康づくりの習慣化を図
り、将来の世代に伝えていくため「にいがた健口文化推進月間」が設けられました。
■問い合わせ／健康センター保健係 83-3640

グラフ1：どんな時に歯科医院を受診するか
（平成25年小千谷市健康づくり意識調査）

イラスト出典：㈱コムネット

行くように言われ
たら行く（4％）たら行く（4％）

定期的に受診
（16％）（16％）

症状があっても行
かない、行けない
（3％）（3％）

その他（1％）

無回答（3％）

症状があったら行く症状があったら行く
（49％）（49％）

気になるところが気になるところが
あると早めに行くあると早めに行く
（24％）（24％）

れれれれれれれ



ま
す
が
、
歯
肉
炎
に
つ
い
て
は
県
平
均
よ
り

も
多
い
で
す
。（
グ
ラ
フ
2
）

　

歯
肉
炎
は
歯
周
病
の
初
期
の
段
階
で
、
歯

ぐ
き
に
炎
症
が
起
き
て
い
る
状
態
を
い
い
ま

す
。
放
っ
て
お
け
ば
症
状
は
悪
化
し
て
し
ま

う
の
で
、
初
期
段
階
で
し
っ
か
り
歯
科
医
院

で
診
て
も
ら
う
こ
と
が
必
要
で
す
。

　

併
せ
て
、
ス
ポ
ー
ツ
ド
リ
ン
ク
を
含
む
甘

味
飲
料
や
間
食
の
取
り
方
に
注
意
し
て
、
食

事
を
よ
く
噛
ん
で
食
べ
る
習
慣
、
食
べ
た
ら

歯
を
み
が
く
習
慣
を
家
族
み
ん
な
で
実
践
し

ま
し
ょ
う
。

歯
科
は
た
く
さ
ん
医
療
費
が　
　
　

か
か
っ
て
い
る
！

　

市
の
国
保
で
は
、
県
平
均
よ
り
も
1
件
当

た
り
の
歯
の
病
気
の
医
療
費
が
高
い
傾
向
に

あ
り
ま
す
。（
グ
ラ
フ
3
）

　

外
来
受
診
件
数
も
、
最
も
多
い
の
が
歯
科
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肺

タバコと歯周病

心臓・脳・血管

糖尿病・生活習慣病

子宮

食べ物と一緒にバイ菌な
どを気管に入れてしまう
誤嚥性肺炎が高齢者の死
亡率を高めています。お
口の中を清潔に保つこと
は肺炎のリスクを低くし
ます。

歯周病の炎症部分
が子宮を収縮させ
るスイッチになり、
低体重児出産・早
産の危険性は7.5
倍になります。

喫煙は歯周病の進行
を2～9倍に悪化させ
、歯周病治療を受け
ても良い効果が得ら
れにくくなります。

糖尿病は歯周病を悪
化させ、歯周病が重
度になると糖尿病も
さらに悪化します。

全身の血管へ
心臓から肺へ

歯周病菌
血栓

肺から心臓へ
口から

細菌の
弁への
付着

歯周病は血栓を作り
やすく、心内膜炎や
脳卒中・脳梗塞を起
こす危険性は2～3
倍になります。

リスクを高める

リスクを高める可能性がある

胎盤に流入

誤嚥

血管

歯周病菌

バイ菌 肺炎の原因菌

一度身に付いた習慣を変えることは
難しいですが、生活習慣を改善する
ことが最善の治療方法なのです。

にいがた健口文化
フォーラム2013

で
す
。
悪
化
す
る
前
に
歯
科
医
院
を
受
診
す

れ
ば
医
療
費
負
担
も
軽
く
、
治
療
期
間
も
短

く
収
め
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

ご
存
知
で
す
か
？
歯
科
保
健
計
画

「
お
ぢ
や
歯
つ
ら
つ
ラ
イ
フ
プ
ラ
ン
」

　

子
ど
も
か
ら
高
齢
者
ま
で
生
涯
に
わ
た
っ

て
歯
や
お
口
の
健
康
を
維
持
し
、
お
口
の
中

か
ら
全
身
の
健
康
づ
く
り
を
推
進
す
る
こ
と

で
、
市
民
一
人
ひ
と
り
が
は
つ
ら
つ
と
し
た

生
活
を
送
る
こ
と
を
願
い
、
策
定
し
た
歯
の

計
画
で
す
。
詳
細
は
健
康
セ
ン
タ
ー
で
閲
覧

で
き
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

 

か
ら
も
ご
覧

い
た
だ
け
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

ht
tp://www.city.ojiya.niigata.jp

防災,食フォーラム　
　　　　　inうおぬま
伝えよう！命をつなぐ食と健口

　歯とお口の健康を入口とし
た全身の健康づくりを進めて
いく「にいがた健口文化フォ
ーラム」が開催されます。
■日時／11月30日㈯午前11
　時～午後4時
■会場／小出郷文化会館（魚
　沼市干溝1848-1）
■内容／
▷お口の健康チェック
▷無料歯科相談
▷災害時にもおいしく食べら
　れるレシピ紹介と試食
▷野菜たっぷりヘルシー弁当
　の販売など
■入場無料
■問い合わせ／にいがた健口
　文化フォーラム2013運営
　事務局（平日の午前10時～
　午後5時） 025-242-0225

0
〜
9
歳

10
代

20
代

30
代

40
代

50
代

60
代

70
〜
74
歳

0
1
2
3
4
5
6
7
8
万円

小千谷市
新潟県

（平成24年度国保）グラフ3：歯の疾患の1件当たり医療費

％
25

20

15
17.017.0

10.110.1

22.922.9

17.417.4

10

5

0
市
内
小
学
校

市
内
中
学
校

県
内
小
学
校
平
均

県
内
中
学
校
平
均

グラフ2：歯肉炎所見のある児童生徒の
　　　　  割合 （平成24年度歯科実態調査）
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お知らせ

　鞍立常行さんは、永年にわたり小千谷
市教育委員会の委員長として教育行政の
発展に貢献した功績が認められ、地方教
育行政功労者表彰を受けられました。
　鞍立さんは、平成8年4月に教育委員

に就任し、平成9年10月から委員長として現在に至っています。
この間、小学校区再編構想の策定、南部4小学校の統合、市立総
合支援学校建設などに尽力されるとともに、自身の大震災の体験
を踏まえた安全で快適な学校環境の改善にも積極的に取り組まれ
ています。
　鞍立さんは今回の表彰にあたり「みなさんの支えがあったおか
げです。委員長になってから特に記憶に残っていることは、中越
大震災直後に地域と学校、行政が力を合わせ、不眠不休で学校再
開に向けて取り組んだことです。多くの方からお力添えをいただ
き、今があると思います。」と、一緒に活動したみなさんをはじめ、
お世話になったおおぜいの方に感謝の気持ちを語られました。

地方教育行政功労者文部科学大臣表彰
お
年
寄
り
の
心
の
健
康
相
談
会

　

も
の
忘
れ
が
気
に
な
る
、
や
る
気
が
出
な

い
、
不
眠
な
ど
で
お
困
り
の
方
や
そ
の
家
族

の
相
談
を
、
精
神
科
医
師
が
お
受
け
し
ま
す
。

　

ま
た
、
訪
問
相
談
も
行
っ
て
い
ま
す
の
で
、

ご
希
望
の
方
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
日
時
／
11
月
25
日
㈪
午
後
1
時
30
分
〜
3
時

■
会
場
／
健
康
セ
ン
タ
ー

■
相
談
無
料

■
申
込
締
切
／
11
月
21
日
㈭

■
申
込
・
問
い
合

わ
せ
／
地
域
包
括

支
援
セ
ン
タ
ー

83
・
0
8
0
7

鞍立 常行鞍立 常行 さん

小千谷市教育委員会委員長

小
千
谷
菊
花
愛
好
会
の
渡
辺
勇
一
会

長
（
73
歳
）
に
お
話
を
伺
い
ま
し
た
。

―
―
ど
の
よ
う
な
活
動
を
さ
れ
て
い

ま
す
か

　

毎
年
11
月
に
開
催
さ
れ
る
市
総
合

文
化
展
を
目
標
に
菊
作
り
を
し
て
い

ま
す
。
年
に
2
回
、
会
長
や
顧
問
が

会
員
の
家
へ
訪
問
指
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
春
に
は
菊
苗
交
換
会
や
菊
作
り

の
講
習
会
を
開
い
て
い
ま
す
。

―
―
ど
の
よ
う
な
種
類
の
菊
を
作
っ

て
い
ま
す
か

　

精
興
大
臣
、
精
興
右
近
、
精
山
春

姫
、
兼
六
香
菊
、
彩
湖
大
鷹
な
ど
の

品
種
を
作
っ
て
い
ま
す
。

―
―
会
員
の
み
な
さ
ん
は
ど
の
く
ら

い
の
菊
を
作
っ
て
い
ま
す
か

　

平
均
で
20
〜
30
鉢
。
多
い
方
は
1

0
0
鉢
前
後
で
す
。
11
月
の
総
合
文

化
展
に
は
会
員
13
人
で
約
1
0
0
鉢

を
出
展
し
ま
す
。

―
―
菊
作
り
の
魅
力
は
何
で
す
か

　

菊
作
り
は
害
虫
の
駆
除
や
病
気
・

風
雨
対
策
な
ど
1
日
た
り
と
も
目
を

離
せ
な
い
た
め
、
大
変
で
は
あ
り
ま

す
が
、
そ
れ
が
生
き
が
い
に
な
っ
て

い
ま
す
。
私
は
56
歳
か
ら
始
め
ま
し

た
が
、
老
後
の
ボ
ケ
防
止
に
も
役

立
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

気
軽
に
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

○
訪
問
後
の
ひ
と
言

　

一
口
に
菊
と
言
っ
て
も
さ
ま
ざ
ま

な
種
類
が
あ
り
ま
し
た
。
会
員
の
み

な
さ
ん
の
菊
を
見
る
と
き
の
眼
差
し

や
、
菊
に
つ
い
て
熱
く
語
っ
て
い

ら
っ
し
ゃ
る
様
子
は
と
て
も
楽
し
そ

う
で
、
い
き
い
き
と
し
て
い
ま
し
た
。

おじゃましま
す

Io o// /L
L

LI I II
III I I I II I

.. BI EL

毎月10日号で、市内で活動しているさまざまな団体・
サークルなどをご紹介します。

風離すいた立気○ななやらう

小千谷菊花愛好会
会員数：13人　　会費：年3,000円

問い合わせ：会長・渡辺勇一 82-7238

△訪問指導をする渡辺会長
　（左）と西村顧問（中央）
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お知らせ

製造業などを開業するみなさんを支援します
　市内に製造業や情報サービス業などを開業するために資金を借入れた
方の利子の一部などを助成します。
　助成を希望される方は、商工観光課までご相談ください。
■対象／市内に製造業や情報サービス業などを開業する方で、下記「新
　潟県中小企業創業支援資金チャレンジ枠」による借入れをする方
■助成対象／借入れにかかる信用保証料の全額と利子額の½以内
■助成期間／借入れの日から起算して3年間
■申込 ･問い合わせ／商工観光課商工振興係 83-3512 kanko@city.
　ojiya.niigata.jp

新潟県中小企業創業支援資金チャレンジ枠

■対象／これから製造業・情報サービス業・卸売業・小売業など
　の事業を始める方
■限度額／1000万円
※ただし、自己資金額の5倍を融資限度額とする。
■資金使途／運転資金、設備資金
■融資期間（据置期間）／
▷運転資金：5年（1年以内）
▷設備資金：7年（1年以内）
■融資利率／年2％　　　　

ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
講
座
受
講
生
募
集

　

講
座
受
講
生
を
募
集
し
て
い
ま
す
。
受
講
料

・
材
料
費
の
ほ
か
に
、
ホ
ー
ム
利
用
登
録
料
1

0
0
0
円
が
必
要
で
す
。（
今
年
度
登
録
済
み

の
方
は
不
要
で
す
）
定
員
ま
で
随
時
受
付
し
て

い
ま
す
。

※
各
講
座
と
も
申
込
少
数
の
場
合
、
開
催
し
な

　

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
完
了
後
に
キ
ャ
ン
セ
ル
し
た
場
合
、
材

　

料
費
な
ど
を
い
た
だ
く
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

詳
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
平
日
の
午
前
8
時
30

分
〜
午
後
9
時
、
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
（
勤
労
青
少

年
ホ
ー
ム
）

82
・
8
5
1
0

○
魚
料
理
教
室

　

い
ろ
い
ろ
な
魚
料
理
を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

■
日
時
／
11
月
28
日
㈭
、
12
月
19
日
㈭
、
1
月

23
日
㈭
（
計
3
回
）
午
後
6
時
30
分
〜
9
時

■
会
場
／
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
１
階
料
理
講
習
室

■
講
師
／
藤
巻
る
い
子
さ
ん

■
定
員
／
16
人

■
受
講
料
／
2
3
0
0
円
（
3
回
分
材
料
費
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ

パ
ー

○
お
せ
ち
料
理
教
室

　

手
作
り
お
せ
ち
で
、
お
正
月
を
迎
え
て
み
ま

せ
ん
か
。

■
日
時
／
12
月
5
日
㈭
・
12
日
㈭
（
計
2
回
）

午
後
6
時
30
分
〜
9
時

■
会
場
／
ホ
ッ
ト
プ
ラ
ザ
1
階
料
理
講
習
室

■
講
師
／
藤
巻
る
い
子
さ
ん

■
定
員
／
16
人

■
受
講
料
／
1
5
0
0
円
（
2
回
分
材
料
費
）

■
持
ち
物
／
エ
プ
ロ
ン
、
持
ち
帰
り
用
タ
ッ

パ
ー
な
ど

手
づ
く
り
味
噌
体
験

　

安
心
、
安
全
そ
し
て
お
い
し
い
味
噌
を

自
分
で
作
り
ま
せ
ん
か
。

　

仕
込
ん
だ
味
噌
の
持
ち
帰
り（
約
10
㎏
）

と
昼
食
が
付
い
た
お
得
な
プ
ラ
ン
で
す
。

■
日
時
／
12
月
1
日
㈰
午
前
10
時
〜

■
会
場
／
田
舎
っ
ぺ
（
旧
真
人
温
泉
裏
）

※
市
内
送
迎
を
ご
希
望
の
方
は
、
ご
相
談

　

く
だ
さ
い
。

■
参
加
料
／
1
万
円
（
昼
食
代
込
み
）

※
桶
の
無
い
方
は
、
別
途
で
実
費
味
噌
桶

　

代
（
約
7
0
0
円
）
が
必
要
で
す
。

■
定
員
／
15
人

■
申
込
締
切
／
11
月
22
日
㈮

■
そ
の
他
／
味
噌
体
験
は
来
年
3
月
上
旬

に
も
予
定
し
て
い
ま
す
。
詳
細
は
後
日
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
「
キ
ラ
リ
真
人
」

事
務
局
（
真
人
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）

86

・
3
0
0
2

あなたの起業を

応援します！

にモ 烈～

△おぢやイメージキャラクター
　「よし太くん」
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お知らせ

総
合
体
育
館

年
末
年
始
開
館
時
間
の

お
知
ら
せ

　

総
合
体
育
館
は
12
月
29
日
㈰
・
30
日
㈪
、
1

月
2
日
㈭
・
3
日
㈮
、
午
前
9
時
〜
午
後
5
時

ま
で
開
館
し
ま
す
。
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
ル
ー
ム
も

利
用
で
き
ま
す
。

　

12
月
31
日
㈫
・
1
月
1
日
㈷
は
年
末
年
始
の

た
め
休
館
し
ま
す
。
1
月
4
日
㈯
か
ら
通
常
の

開
館
時
間
と
な
り
ま
す
。

※
そ
の
他
の
施
設
の
年
末
年
始
の
業
務
に
つ
い

　

て
は
、
市
報
お
ぢ
や
12
月
10
日
号
で
お
知
ら

　

せ
し
ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
生
涯
学
習
ス
ポ
ー
ツ
課
ス

ポ
ー
ツ
振
興
係
（
総
合
体
育
館
内
）

83
・
0

0
7
7

サ
ン
プ
ラ
ザ
臨
時
休
館
し
ま
す

　

電
気
工
事
の
た
め
、
11
月
20
日
㈬
は
サ
ン
プ

ラ
ザ
全
館
臨
時
休
館
と
な
り
ま
す
。

　

お
食
事
処
や
隣
接
の
け
や
き
ぱ
ー
く
も
休
業

と
な
り
ま
す
の
で
、
ご
迷
惑
を
お
か
け
し
ま
す

が
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
錦
鯉
の
里
に
つ
い
て
は
通
常
ど
お
り
営
業
し

　

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ
／
サ

ン
プ
ラ
ザ

83
・
4

8
0
0

東
山
里
山
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば

「
木
の
こ
ん
」
イ
ベ
ン
ト
情
報

■
会
場
／
東
山
里
山
子
育
て
支
援
ひ
ろ
ば
「
木

の
こ
ん
」（
東
山
住
民
セ
ン
タ
ー
内
）

■
対
象
／
未
就
学
児
と
そ
の
保
護
者

■
申
込
・
問
い
合
わ
せ
／
木
の
こ
ん
（
東
山
住

民
セ
ン
タ
ー
内
）

59
・
2
0
0
3

○
冬
じ
ま
い
＆
山
講
座

　

地
元
の
方
に
習
い
な
が
ら
み
ん
な
で
遊
具
な

ど
を
片
付
け
ま
し
ょ
う
。
火
起
こ
し
、
ロ
ー
プ

縛
り
な
ど
も
伝
授
し
て
も
ら
い
、
か
ま
ど
で
お

味
噌
汁
を
作
っ
て
食
べ
ま
し
ょ
う
。

■
日
時
／
11
月
15
日
㈮
午
前
10
時
〜
午
後
1
時

時
（
悪
天
候
時
は
18
日
㈪
に
延
期
）

■
講
師
／
片
岡
富
雄
さ
ん
（
農
家
・
魚
沼
棚
田

倶
楽
部
代
表
）

■
参
加
料
／
１
組
1
0
0
円

■
定
員
／
15
組
※
申
し
込
み
が
必
要
で
す
。

■
持
ち
物
／
味
噌
汁
具
材
、
お
弁
当
、
水
筒
、

敷
物
、
雨
具
、
着
替
え
、
ビ
ニ
ー
ル
袋

○
子
ど
も
図
書
ル
ー
ム
「
読ど

り
〜
む
」

　

オ
ー
プ
ン
記
念
・
読
み
聞
か
せ
の
会

　

絵
本
や
育
児
書
な
ど
が
た
く
さ
ん
あ
る
図
書

ル
ー
ム
が
で
き
ま
し
た
。
そ
の
記
念
と
し
て
、

ミ
ッ
ク
ス
ピ
座
に
よ
る
読
み
聞
か
せ
の
会
を
開

催
し
ま
す
。

■
日
時
／
11
月
22
日
㈮
午
前
10
時
30
分
〜
11
時

30
分

■
参
加
無
料
・
申
込
不
要

「幽玄の世界　能楽の楽しみ」展

　来年の6月1日に楽集館で行われる「小
千谷薪

たきぎのう

能」のプレイベントとして、能や狂
言に関する資料、写真などの展示を行い
ます。
　能楽の楽しさをわかりやすく紹介すると
ともに、会場に説明員を配置して、みなさ
んの疑問にもお答えします。
　ユネスコの無形文化遺産でもある能楽に
ぜひ一度触れてください。
■開催期間／11月23日㈷～12月1日㈰
※毎週水曜日は休館日です。
■時間／午前9時～午後5時
■会場／楽集館1階展示室
■主な展示／小千谷薪能で予定されている
　能・狂言演目の解説、能関連の写真、能
　面、鏡板　など
■入場無料
■主催／小千谷薪能実行委員会
■問い合わせ／
▷生涯学習スポーツ課生涯学習係（総合体
　育館内） 83-0077
▷楽集館 82-8282

住
生
活
総
合
調
査
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

12
月
1
日
㈰
、
全
国
で
平
成
25
年
住
生
活
総

合
調
査
が
行
わ
れ
ま
す
。

　

こ
の
調
査
は
、
住
生
活
の
安
定
・
向
上
の
た

め
に
、
住
生
活
全
般
に
関
す
る
実
態
や
居
住
者

の
意
向
・
満
足
度
な
ど
を
5
年
ご
と
に
調
査
す

る
も
の
で
す
。

　

期
間
中
、
統
計
調
査
員
証
を
持
っ
た
調
査
員

が
、
対
象
と
な
っ
た
世
帯
を
訪
問
し
ま
す
。
調

査
を
お
願
い
す
る
世
帯
の
み
な
さ
ん
に
は
お
手

数
を
お
か
け
し
ま
す
が
、
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。

　

な
お
、
調
査
内
容
は
統
計
を
作
成
す
る
た
め

だ
け
に
使
用
し
、
そ
の
他
の
目
的
に
は
一
切
使

用
し
ま
せ
ん
。

■
調
査
期
間
／
11
月
21
日
㈭
〜
12
月
10
日
㈫

※
調
査
日
は
12
月
1
日
現
在
で
行
い
ま
す
。

■
調
査
対
象
世
帯
／
10
月
に
行
わ
れ
た
住
宅
・

土
地
統
計
調
査
に
回
答
い
た
だ
い
た
世
帯
の
中

か
ら
一
部
を
抽
出
し
、
全
国
で
約
10
万
世
帯
を

対
象
に
行
い
ま
す
。
小
千
谷
市
で
は
、
無
作
為

に
抽
出
し
た
1
3
6
世
帯
に
調
査
を
お
願
い
し

ま
す
。

■
問
い
合
わ
せ

／
建
設
課
建
築

住
宅
係

83
・

3
5
1
4
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ハッピーパパママ

うぶごえ教室
　妊婦やその夫、1歳未満のお子
さんを持つお母さんなどを対象に
した教室です。
　出産や子育てについて学んだり、
参加者同士の話し合いで気軽に不
安解消できる機会です。手作りス
イーツもあります。おいしく楽し
く交流してみませんか。
■日時／12月12日㈭午前9時40分
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　～正午（受付：午前9時30分～）
■会場／健康センター
■内容／助産師の講話と座談会、
　リラックス体操、スイーツタイ
　ムなど
※男性参加者は妊婦体験や簡単な
　育児体験ができます。
■持ち物／母子健康手帳
■申込締切／12月9日㈪
■申込・問い合わせ／健康セン
　ター保健係 83-3640

■まちのうごき（10月31日現在）

人口と世帯数
（　）内は前月比

気象データ　※ 消防本部出動状況 交通事故発生状況

25年10月 過去10年の平均
25年
1月～10月

24年
1月～10月

25年
1月～10月

24年
1月～10月

男 18,832人(－35) 出生 29人 平均気温 16.7℃ 15.6℃
火災 18件 22件

件数 91件 124件

女 19,298人(－  8) 死亡 35人 最高気温 32.4℃ 27.4℃ 死者 1人 2人

合計 38,130人(－43) 転入 41人 最低気温 7.4℃ 5.8℃
救急 1225件 1287件

傷者 120人 152人

世帯数 12,712世帯(－23) 転出 78人 降水量月計 242.0㎜ 181.1㎜

※気象データは、 小千谷市消防本部速報値です。（観測地：元中子）

お知らせ・健診日程

　　　　■問い合わせ／
　　　　　健康センター保健係
　　　　　 83-3640

▶会場は健康センターです。発熱や発疹など、普段と違う症状のある
　お子さんは、翌月の健診日にお越しください。
▶乳幼児健診の実施日には、先着順に番号札をお渡しします。
▶番号札配布開始時間／午前に開催の場合：午前8時30分～、午後に開
　催の場合：正午～

健診名健診名 対象対象 期日期日 受付時間受付時間 持ち物持ち物 その他その他
4か月児
健康診査

平成25年
7月生まれ

12月  5日㈭ 13：00～
13：10

母子健康手帳、バスタオル、
替え用のオムツ

離乳食講習会を同時に行います。

10か月児
健康診査

平成25年1
月生まれ

12月  4日㈬ 13：00～
13：10

母子健康手帳、替え用のオ
ムツ

離乳食後期の講習会を同時に行
います。

1歳6か月児
健康診査

平成24年
5月生まれ

12月19日㈭ 13：00～
13：20

母子健康手帳 歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

2歳児
歯科検診

平成23年
11月生まれ

12月18日㈬   9：00～
  9：10

母子健康手帳、お子さんの
仕上げみがき用歯ブラシ

幼児食講習会と歯科衛生士によ
るブラッシング指導を行いま
す。歯をみがいてからお越しく
ださい。

3歳児
健康診査

平成22年
11月生まれ

12月17日㈫ 13：00～
13：20

母子健康手帳、目と耳のア
ンケート、生活習慣アン
ケート、採尿した容器

歯科検診を行います。歯をみが
いてからお越しください。

1212月月
乳幼児の健康診査日程乳幼児の健康診査日程

絵本作家・松岡達英さんのおはなし会
「自然はともだち」

　『ぴょーん』や『ぼくのロボッ
ト恐竜探検』『野あそびずかん』
『だんごむしうみへいく』など、
自然や昆虫の絵本で大人気の絵
本作家・松岡達英さんの講演会
を新潟県教育委員会の主催で開
催します。
　松岡さんは、長岡市にアトリ
エがあり、県内の野山での自然
観察会も定期的に行われていま
す。直接絵を描いてスクリーン
に映しながらの講演会です。ど
うぞ気軽にお越しください。
■日時／12月1日㈰午後1時30
　分～3時
■会場／市民会館2階中会議室
■対象／小学4年生ごろ～大人
■定員／先着40人
■入場無料
■申込・問い合わせ／図書館 82-2724

『あまがえる先生まよ
なかのびっくりコン
サート』ポプラ社

『ぴょーん』ポプラ社
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　日吉の深地のハバから眺めると越後三山がかすみがちに見えました。
　今年の十月は台風におどろかされました。予報の進路からすると小千谷
にもと心配させられましたが、幸いのことでした。でも伊豆大島の方々の
ことなどを思うと胸が痛みます。
　十一月は菊薫る文化の月です。せめておだやかな気候で晴れやかな気持
ちで過ごしたいですね。
　お茶でものもうて。柿でもむいて。

（絵と文は西脇正久さん）

小千谷を描く
No. ４６９

深地のハバから
眺めて（日吉）

問　題
　錦鯉の里の有料入館者は、今年
の10月14日で何万人に到達したで
しょうか。（ヒントは9ページ）　
①70万人　②80万人　③90万人
■応募先／郵便番号、住所、氏名を
　明記のうえ、次の宛先までお送り
　ください。
　〶947-8501　小千谷市役所企画
　政策課秘書広報係（住所は記載不
　要です）
■締切／11月25日㈪（当日消印有効）

　10月号の答えは①「バリウム」で
した。抽選の結果、次の方々が当選
しました。
　新保春夫さん　　鈴木幸子さん
　山口健太さん

●
今
年
も
10
・
23
の
つ
ど
い

が
行
わ
れ
ま
し
た
。
楽
集
館

で
の
つ
ど
い
が
終
わ
っ
た
後
、

塩
谷
の
慰
霊
碑
に
行
き
ま
し

た
。
地
震
発
生
時
刻
を
過
ぎ

て
い
ま
し
た
が
、
そ
れ
で
も

何
人
か
の
方
が
手
を
合
わ
せ

に
来
て
い
ま
し
た
。
来
年
で

発
生
か
ら
10
年
が
経
ち
ま
す

が
、
い
つ
ま
で
も
こ
の
日
が

特
別
な
日
で
あ
る
こ
と
は
変

わ
ら
な
い
で
し
ょ
う
。　

よ

●
ク
ラ
イ
ン
ガ
ル
テ
ン
の
収

穫
祭
に
お
邪
魔
し
ま
し
た
。

会
場
に
は
た
く
さ
ん
の
新
鮮

な
野
菜
が
並
び
、
悪
天
候
に

も
か
か
わ
ら
ず
お
お
ぜ
い
の

人
で
に
ぎ
わ
っ
て
い
ま
し
た
。

取
材
を
終
え
た
私
は
、
気
に

な
っ
て
い
た
バ
タ
ー
ナ
ッ
ツ

カ
ボ
チ
ャ
の
ス
ー
プ
を
購
入
。

ほ
ん
の
り
甘
く
ま
ろ
や
か
で
、

と
て
も
お
い
し
か
っ
た
で
す

！
ご
ち
そ
う
様
で
し
た
。
い

●
現
在
き
は
「
よ
し
太
く
ん

を
も
っ
と
市
報
に
載
せ
よ
う

キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
」
を
個
人
的

に
張
っ
て
い
ま
す
。
よ
し
太

く
ん
は
市
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ

ラ
で
す
が
、
市
報
に
は
小
さ

な
写
真
で
し
か
登
場
し
て
き

ま
せ
ん
で
し
た
。
も
っ
と
市

民
の
み
な
さ
ん
に
も
知
っ
て

ほ
し
い
！
と
い
う
思
い
を
込

め
て
、
今
後
も
隙
あ
ら
ば
載

せ
て
い
く
つ
も
り
で
す
。
き

編
集
室
だ
よ
り

ちぢみの里の利用券が当たる 解答をはがきでお送りください。
正解者の中から、抽選で3人に
ちぢみの里の利用券を贈呈します。
市報おぢやの感想もあると担当は
うれしいのですが…

緊急情報メールの
登録をお願いします

　災害時の避難情報、災
害発生情報、気象警報な
どを速やかに配信します。
　登録方法などの詳細は
市報おぢや6月25日号、
または市ホームページ
http://www.city.ojiya.
niigata.jp/に掲載してい
ます。
■登録用アドレス
　 bousai.ojiya-city@
　raiden.ktaiwork.jp
■QRコード


